
津市ふれあい会館指定管理者公募に係る質問回答

No. 文書名 項 該当箇所 質問内容 質問回答

1 要求水準書 3
４ 会館の休館日及び使

用時間

「ただし、指定管理者が会館の管理上特に必要があると認め

るときは、変更することができる。」とありますが、経費削

減や利用の多い時間帯のサービス確保及び省エネルギー等の

観点から、夜間の利用がない場合等には、指定管理者の判断

において、午後９時以前に閉館することは可能でしょうか。

開館時間の短縮等については、利用者の利便性

や安全性に大きな支障がないと認められる状況

である場合は、状況に応じて個別に協議するこ

とは可能です。

2 要求水準書 7 23 リスク分担

別紙３「リスク分担表」において、物価変動に伴う収支計画

に多大な影響を与えるものについては市負担となっています

が、「多大な影響」と判断される具体的な基準がありました

らご教示ください。また、「賃金水準の上昇による人件費の

増加」は協議事項とされていますが、三重県最低賃金及び津

市労働報酬下限額の改定に伴う人件費の増加は、この項目に

該当するものと理解してよろしいでしょうか。

また、募集要項に示された各年度の指定管理料上限額は前年

度比で一定の増額が設定されていますが、当該増額分につい

て、積算上どの経費区分にどの程度配分されたものか、及び

将来の賃金水準の上昇分をあらかじめ織り込んだものかをご

教示いただくことは可能でしょうか。なお、当該増額分に賃

金水準の上昇分が織り込まれている場合、想定を上回る改定

が生じたときは、リスク分担表の「賃金水準」の項目に基づ

く協議の対象となるものと理解してよろしいでしょうか。

「多大な影響」と判断される具体的な基準につ

いては、社会情勢の急激な変化等により事業継

続に著しい支障を及ぼすおそれがあると認めら

れる場合など、発生時の状況に応じて総合的に

判断します。

指定管理料上限額の積算については、将来の賃

金水準の上昇分をあらかじめ織り込んでおり、

その他必要と見込まれる経費を総合的に勘案し

て設定しています。また、想定を上回る改定が

生じたときは、今後の状況を見て協議の対象と

します。


